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平成２８年１１月１４日 

日本生命保険相互会社 

 

ＵＣＤＡアワード２０１６ 「情報のわかりやすさ賞」の受賞について 

 

日本生命保険相互会社（社長：筒井義信、以下「当社」）は、一般社団法人ユニバーサルコミュ

ニケーションデザイン協会が主催するＵＣＤＡアワード２０１６の生命保険分野・注意喚起情報

部門において、「情報のわかりやすさ賞」を受賞しました。 

 

「注意喚起情報」は、ご契約に関する注意事項をお客様にご理解いただくための書面であり、 

当社は、２０００年度に注意喚起情報の前身である「特に重要なお知らせ」を作成して以来、 

わかりやすさの観点から構成や内容等の見直しを重ねてまいりました。２０１４年度からは、 

生命保険協会による「募集文書の簡素化・わかりやすさの実現に向けた取組み」に沿う形で、 

文字量の削減や図の挿入等の更なる工夫を行ってまいりました。 

 

第７回となるＵＣＤＡアワード２０１６は、『「情報品質」という大きな責任』をテーマに開催

されました。今回の受賞は、当社の「注意喚起情報」のわかりやすさ・情報品質が高く評価され

たもので、２０１３年度から４年連続の受賞となります。 

 

＜主な受賞理由＞ 

 ○図版ピクトや文字の色・大きさ等を効果的に活用し、かつ、不利益情報に配慮したレイアウト

とすることにより、注意喚起すべき内容が明確な文書となっていること 

 ○強調箇所が整理されている結果、お客様にとって理解しやすい文書となっており、商品の 

安心・安全をきちんと伝える「情報品質」を高く備えていること 

 

今後も、お客様のニーズにきめ細やかにお応えできる魅力的な商品・サービスの提供とあわせて、

お客様にとって必要な情報をよりわかりやすくお伝えできるよう努めてまいります。 

 
 

 

 

 

 

 

■一般社団法人ユニバーサルコミュニケーションデザイン協会について 

2007 年任意団体として設立（2009 年 11 月に一般社団法人化）。視覚情報伝達の領域に、人間中心設計の考え

方を導入。生活者の生命・財産に関わる金融コミュニケーションの分野を中心に、第三者機関として「わかりや

すさ」の認証制度を行っています。産業・学術・生活者の第三者による研究および評価・改善活動で情報の伝達

効率を向上させ、発信者である企業・団体と、受信者である生活者、双方の利益に資することを目指しています。 

■ＵＣＤＡアワードについて 

企業（団体）・行政が生活者に提供するさまざまな情報媒体を、産業・学術・ 

生活者の知見により開発した尺度を使用して「第三者」が客観的に評価し、 

優れたコミュニケーションデザインを表彰するものです。 
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＜ご参考：当社の注意喚起情報について＞ 

 

当社の注意喚起情報は、図版ピクトや文字の色・大きさ等を効果的に活用し、不利益情報に 

配慮したレイアウトとする等、「情報のわかりやすさ」を重視しています。 

 

【当社の注意喚起情報イメージ】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ご参考：表彰式の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 
Ｈ２８－１２９０Ｇ，広報部 


